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令和４年度～令和９年度 社会福祉法人八百津町社会福祉協議会 社会福祉充実計画 

 
１．基本的事項 

 

法  人  名 社会福祉法人 八百津町社会福祉協議会 法人番号 ９２００００５００７１２８ 

法 人 代 表 者 氏 名 纐纈秀行 

法人の主たる所在地 岐阜県加茂郡八百津町八百津３８３６番地３ 

連  絡  先 ０５７４－４３－４４６２ 

地域住民その他の関係者

への意見聴取年月日 
    ― 

公認会計士、税理士等の

意見聴取年月日 
令和 ４年 ６月 ８日 

評議員会の承認年月日 令和 ４年 ６月２４日 

会計年度別の社会福祉 

充 実 残 額 の 推 移 

(単位：千円) 

残額総額 
(令和 3 年

度末現在) 

１か年度目 

(令和 4 年

度末現在) 

２か年度目 

(令和 5 年

度末現在) 

３か年度目 

(令和 6 年

度末現在) 

４か年度目 

(令和 7 年

度末現在) 

５か年度目 

(令和 8 年

度末現在) 

６か年度目 

(令和 9 年

度末現在) 
合 計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

23,640 22,700 22,700 16,800 12,700 8,400 0  0 

 
うち社会福祉充実 

事業費(単位:千円) 
 ▲940 0 ▲5,900 ▲4,100 ▲4,300 ▲8,400 ▲23,640  

本計画の対象期間 令和 ４年 ４月 １日～ 令和１０年 ３月３１日 

 

２．事業計画 

 

実施時期 事  業  名 事業種別 
既存・新

規 の 別 
事   業   概   要 

施設整備

の 有 無 
事 業 費 

１か年 

度目 

車両の購入 
社会福祉事

業・公益事業 
既存 

訪問介護員が使用する車両１台を新たに

購入し、サービス提供の効率化により利

用者の利便性の向上を図る。 

無 940 

小        計 940 

２か年 

度目 
      

小        計 0 

３か年 

度目 

車両の購入 
社会福祉事

業・公益事業 
既存 

福祉サービス利用援助事業等で使用する

車両について、乗降を助ける装備（乗降ス

テップ、電動スライドドア等）、安全シス

テムを備えた車両に更新し、利用者の安

全性・利便性の向上を図る。 

無 3,500 

介護サービス体

制整備事業 

社会福祉事

業・公益事業 
既存 

常勤介護職員１人を増員し、介護職員の

負担軽減を図るとともにサービス提供体

制の強化を行う。 

無 3,900 

小        計 7,400 

４か年 

度目 

介護サービス体

制整備事業 

社会福祉事

業・公益事業 
既存 

常勤介護職員の雇用を維持し、退職者の

代わりとなる非常勤介護職員の募集・採

用を行い体制の充実を図る。 

無 4,100 

小        計 4,100 

５か年 

度目 

介護サービス体

制整備事業 

社会福祉事

業・公益事業 
既存 

常勤介護職員の雇用を維持し、退職者の

代わりとなる非常勤介護職員の募集・採

用を行い体制の充実を図る。 

無 4,300 

小        計 4,300 

６か年 

度目 

介護サービス体

制整備事業 

社会福祉事

業・公益事業 
既存 

常勤介護職員１人を増員し、介護職員の

負担軽減を図るとともにサービス提供体

制の強化を行う。 

無 8,400 

小        計 8,400 

合        計 25,140 
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３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 

 
検  討  順 検      討      結      果 

① 社会福祉事業及び公益事業 

地域で福祉問題・生活課題を抱える方、要介護状態にある方に対して、適切かつ効率的に福祉・

介護サービスを提供するための車両の確保は必要不可欠である。また要介護認定者の増加に

より、今後仕事量の増加が予測される介護保険事業の安定的・継続的なサービス提供のため、

高年齢化してきている介護職員体制の充実を図る取組みを行うこととした。 

② 地域公益事業 ①の取組を実施する結果、残額は生じないため実施しない。 

③ ①及び②以外の公益事業 ①の取組を実施する結果、残額は生じないため実施しない。 

 

４．資金計画 

 
事業名 事 業 費 内 訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 ６か年度目 合 計 

車両の購入 

 

計画の実施期間に 

おける事業費合計 
940 0 3,500 0 0 0 4,440 

財 

源 

構 

成 

社会福祉充実残額 940 0 2,000 0 0 0 2,940 

補  助  金       0 

借  入  金       0 

事 業 収 益       0 

そ  の  他   1,500    1,500 

 

事業名 事 業 費 内 訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 ６か年度目 合 計 

介護サービス

体制整備事業 

 

計画の実施期間に 

おける事業費合計 
0 0 3,900 4,100 4,300 8,400 20,700 

財 

源 

構 

成 

社会福祉充実残額 0 0 3,900 4,100 4,300 8,400 20,700 

補  助  金       0 

借  入  金       0 

事 業 収 益       0 

そ  の  他       0 

 

５．事業の詳細 

 
事   業   名 車両の購入 

主  な  対  象  者 利用者 

想定される対象者数 ９５人 

事 業 の 実 施 地 域 町内全域 

事 業 の 実 施 時 期 令和４年４月１日～令和７年３月３１日 

事  業  内  容 

福祉サービス利用援助事業等に使用する車両について、乗降時の利用者の安全・利便性を向

上させるための装備（乗降ステップ、電動スライドドラ等）、安全システムを備えた車両に更

新する。（令和 6年度） 

介護職員の増員にあわせて介護サービスの提供に使用する車両を新たに購入し、サービス提

供の効率化を図る。（令和 4年度） 
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事業の実施スケジュール 

1か年度目 軽自動車１台を購入 

2か年度目  

3か年度目 普通自動車１台を更新 

4か年度目  

5か年度目  

6か年度目  

事 業 費 積 算 

（ 概 算 ） 

軽 自 動 車   940千円 

普通自動車  3,500千円（内､1,500千円は共同募金配分金を充てることを予定） 

合  計 4,440千円（うち社会福祉充実残額充当額 2,940千円） 

地域協議会等の意見と 

そ の 反 映 状 況 
 

 
事   業   名 介護サービス体制整備事業 

主  な  対  象  者 利用者 

想定される対象者数 ８５人 

事 業 の 実 施 地 域 町内全域 

事 業 の 実 施 時 期 令和６年４月１日～令和１０年３月３１日 

事  業  内  容 
本会介護職員の高年齢化が進む中、今後も安定的に介護サービスを提供していくために常勤の

介護職員を採用し、職員の業務負担の軽減を図るとともにサービス提供体制の強化を行う。 

事業の実施スケジュール 

1か年度目  

2か年度目  

3か年度目 常勤介護職員 １人採用 

4か年度目 サービス提供体制の維持 

5か年度目      〃 

6か年度目 常勤介護職員 １人採用 

事 業 費 積 算 

（ 概 算 ） 

介護職員人件費   20,700千円（4年×1人､1年×1人） 

合  計 20,700千円（うち社会福祉充実残額充当額 20,700千円） 

地域協議会等の意見と 

そ の 反 映 状 況 
－ 

 

６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由 

 

 

本町の高齢化は今後も更に進展することが予想され、それに伴って町内にひとり暮らしの高齢者や高齢者のみ 

で構成される世帯が増加し、過疎化も相まって生活のあらゆる場面で支援を必要とする住民の増加が懸念される。 

本会は、地域住民が相互に支えあう福祉の町づくりを推進していくとともに町内唯一の訪問介護事業所として 

町内で暮らす高齢者等が、支援が必要な状態となっても福祉・介護サービスを受けながら住み慣れた自宅で暮らし 

続けることができるよう安定的に福祉・介護サービスを提供できる体制を構築することが重要であると考える。 

２０２５年には団塊の世代が後期高齢者となり、それ以降も町内の福祉をめぐる状況はより厳しくなっていく 

ことが予想されることから５か年で福祉充実残額をすべて費やす計画は合理性を欠くと考え、また、現在働く介 

護職員の退職の時期なども考慮してより長期に亘る計画とした。 

 

 

 


